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◆成果と工夫したポイント◆成果と工夫したポイント

6 月 18日のイベントは 200名以上が来場

　自伐型林業を展開する人・グルー
プの支援を行うための推進基盤づ
くりを行った。具体的には、基礎
自治体へ自伐型林業の提案と研修、
やりたい人への土地・技術コーディ
ネートを担ってもらうよう働きか
け、実践者も増えた。また、自伐
型林業の技術を教える人の発掘・
育成を行った。やりたい人と講師
を結びつけ、技術や作業フィールドを獲得できるよう支援をした。

12 自治体

38事業体

40%活動の全体目標
に対する達成度

展開グループの数

展開自治体の数

新たな持続可能な環境共生型
「自伐型林業」の推進基盤づくりと全国普及

（特非）持続可能な環境共生林業を実現する自伐型林業推進協会

・事務局メンバーを増やすなどの体制の強化
・�案件管理のツールづくり（新規案件の事務局共有や既存案件の
進捗確認）

・研修や展開のマニュアルづくり

山形県団体向けに個別相談会を
開催（9月）

　環境に負荷のかからない小規模・低投資で始められる「自伐型
林業」の展開を支援し、疲弊する中山間地域の暮らしを再生する。

●成果��　平成 27年度目標を達成し、12
自治体が実際に市民に対するフォー
ラムや研修の開催をし、さらに、自伐グルー
プの支援を予算化した。活動する事業体（グ
ループ）は 38 事業体にのぼり、目標の 20
を大幅に上回った。

●工夫� �　活動展開させるために広報を強化し、ホー
ムページの更新（記事のアップ）を年間約
80 回行った。


